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平安 ･鎌倉時代と岡大キャンパス
福輪寺縄手は岡山大学津島キャンパスの北部を
東西に通じていた古代山陽道の一部をなす古道で
ある｡近年､岡山大学埋蔵文化財調査研究セン
ターが行っている､同大キャンパス内での発掘調
査成果の中には､その存在 と関連を持つ可能性が
あるデータが認められる｡詳細な事実関係は報告
書によるとして､ここでは関連することについて
述べてみたい｡
福輪寺縄手が岡山県ばかりでなく広 く知られる
ようになったのは､『平家物語』『源平盛衰記』の
妹尾兼康が倉光三郎を編 し討ちにし､木曽義仲の
追討によって最後を遂げるまでの間の記事の舞台
となったからである｡記事の内容は両書では若干
の差異があり､諸本によっても異なる｡前者では
北国の戦でとらわれの身となり､中国征伐の道案
内をさせられ､西国下 りをしていた妹尾兼康が､
備中に先に帰って馬の革を準備させることを倉光
三郎に云って義仲に取 りつがせ､監視役の倉光を
三石の宿で酒を飲 ませて酔いしれたところで殺 し､
備前 ･備中 ･備後の兵 2千余を福輪寺縄手 とささ
のせまり (笹 ヶ瀬)を城郭に構えて迎撃というこ
とになっている｡後者は馬の草の準備をすること
は船坂山で義仲に申し出､同行の倉光三郎を和気郡
藤野寺まで待たせておいて､10余騎で夜討ちにし､
ヒシウエ
すかさず引き返して福輪寺肝を掘切って管植 ･逆母
木を引き､やがてこれを知って追ってくるであろう
義仲を待ち伏せするが､義仲は可美郷の惣官頼隆を
山しるべとして北路をとり烏岳をめぐって佐々の井
より佐々が迫を攻め､敗北させることになっている｡
縄手は諸本により陣閑の字が用いられているが､
いづれも条里の坪界線や条 ･里の界線を意味する｡
福輪寺とは福隆寺ともいい､創建の時期は不詳で
あるが､暦応 2年大覚大僧正の辻説法に座主宝遊
が敗れ､日蓮宗に転宗し､その後､妙善寺と改称
されたといわれているが､場所は現在の妙善寺よ
り北に位置していたと言われている｡
ここで考えてみたいことが二つある｡一つは逆
母木などを使用 した環境とその時代的背景である｡
今一つはそれが発掘結果とどのようであったかと
いうことである｡前者からみていこう｡『源平盛
チマタ
衰記』では ｢彼β千と云うは遠さ二十鎗町､北に
峨々たる山､人跡絶たるが如 し､南に砂々たる沼
田､遥かに南海に連なりたり｡｣とあり､『平家物
語』では ｢ふくりう寺縄手ははたぼり弓杖-たけ
ばかりにて､とをさは西国一里也｡左右は深田に
て､馬の足もをよばねば､三千余席が心はさきに
す､めども馬次第にぞあゆませける｡｣とある｡
この西国一里は岩波書店版の注では今の6町とあ
るが新潮社版ではもとの記事がない｡『備陽国誌』
では ｢津島内福井のあたりより津高郡辛川村までの
間を福輪寺畷という｣とある｡福輪寺縄手は三野の
渡しより鳥山の麓まで指すことがほぼ認められてい
るので､2198m程度の 『源平盛衰言副の記事が正当
である｡次に幅員であるが 『平家物語』の ｢弓杖-
たけばかり｣はその注に弓1つの長さ､弓枝は標準
では7尺5寸であるとしている｡<続> (高重 進)
≪津島キャンパス≫
男子学生寮予定地､工学部生物応用工学棟等では､平安時代前半頃の東西方向の溝が発掘 され
ている｡各地点をつなぐと一直線上に並び､現在の復元条里線 とほぼ一致することから､条里関
係の東西溝 と推測 している｡また､平安時代末や鎌倉時代末の層では､東西溝に加えて､それと
直交する南北方向の条里溝 も確認 されている｡以後､明治に陸軍に接収されるまで､ほぼ同位置に
l
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平安時代溝出土人形木製品 (呪符)
溝が存在 していたことがわかっている｡条里溝 を用水路に
利用 していたと思われる水田跡 も発掘 されている｡平安時
代の水田は､一辺 3-5mの小 さな方形区画であるのに対
し､鎌倉時代の水田は､一区画がやや大 きくなり､細長い
長方形 をなす｡また､二毛作 も始 まり､畑状の遺構が検出さ
れることもある｡ (土井)
≪鹿田キャンパス≫
平安時代､鹿田遺跡では外来診療棟 を中心 とする地区に大
形建物や大木を到 り貫いた枠を持つ立派な井戸が発見される｡
スズリ
そこからは字を書いた土器や硯 ､木器等重要な遺物が出土 し､
この地域が公的 ･拠点的性格 を持っていたことを窺わせる｡
また､医療短期大学の南側で発見 された橋脚遺構 (写真)の
存在 も､当時の人々の活発な往来が想定 され興味深い｡平安
末～鎌倉時代には､遺跡は構内全域に広が り多数の井戸や溝､
建物が発見 される｡そうした遺構からは椀 ･鍋 ･皿 ･鉢 とい
う日常雑器や木製の杓子 ･下駄等の他に､立派な中国製の白
磁の碗が完形で出土 したり､牛 ･馬 ･穀類等の供物 も多々認
められる｡こうした状況から､集落自体の拡大や豊かさを窺
い知ることは容易である｡ (山本)
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◇◇◇◇◇ 展 示 会 だ よ り ◇◇◇◇◇
昨年秋に引き続き､今年も11月3-4日に ｢第 2回
岡山大学キャンパス発掘成果展｣を開催 しました｡
今回はところを変え､鹿田キャンパス､医学部基礎
医学棟 2Fの一室を借 り､鹿田遺跡
の出土品を中心にして､Fまつ
り一井戸 ･墓 ･祈 り-Jと題 し､
出土品の状況からみた井戸の祭
紀の様子や､弥生時代から鎌倉
時代にかけてのお墓の移 り
変 りなどを､模型を加えて
展示 してみました｡前回人
気 の高かった ビデオコー
ナーも､最新作 『まつり-
のぞいてみた井
戸の世界一』 に
前回制作の2本
を交えて上映 し
ました｡
休 日のため､職員の
方の見学が少なかった
のが心残 りですが､や
はり医学に関心のある
方が多 く､人骨 ･獣骨 ･乳歯を中心に熱心に見
入っていた方もいらっしゃいました｡当日展示
したものの多 くは当センターの常設展示室でご
覧になれます｡関心のある方は是非ともお越 し
ください｡
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昨年の春にオープンした常設展示室の
展示が大幅に入れ替わりました｡これま
でのキャンパス内の遺跡を紹介 した展示
から､昨秋に鹿田キャンパスで行った特
別展を凝縮 した展示-と､より充実 した
ものとなりました｡
弥生時代の小児を入れて葬った土器棺
や牛の頭骨を入れた井戸の模型 ･馬の頭､
そして非常に珍 しい縄文時代の装身具な
ど､たいへん盛 りだくさんです｡
"ビデオ鑑賞"もできます｡
｢縄文･弥生の食生活｣｢土器作り｣
｢まつり-のぞいてみた井戸の世界一｣
｢埋文センターの仕事｣
見学は職員の勤務時間中ならいつでも結構
ですが､あらかじめご連絡頂ければ幸いで
す｡是非､一度のぞいて見て下さい｡
連絡先(0862)52-1111内線(246)
鹿田遺跡 6次調査 (Rl予定地)
現在進行中のこの調査では､13世紀 (鎌倉時
代)を中心 とするた くさんの遺構や遺物が姿 を
現 しつつあります｡今のところ最 も目を引 くの
は､南北 ･東西方向に掘 られた幾筋 もの大 きな
溝です｡特に､南北方向の溝は､少 しずつ場所
をずらせながら3回以上にもわたって掘 り直さ
れてお り､その内の 1回は幅2.5m以上､深 さ
1.5m以上 に及ぶ大がか りな掘削を行っている
ことがわかりました｡これらの溝の方向が付近
の古い土地の区割 り方向とほぼ一致することか
ら､それに準 じて村の内部にも地割 りが行われ
たものと考えることができます｡ただし､溝の
幅や深さを考えると排水や用水､あるいは､村
の守 りといったような役割 も持っていたので
しょう｡溝の他にも､建物の柱穴や井戸などが
見つかってお り､当時の村の様子が少 しずつ
解ってきました｡
告 空 二 - i- 罵発掘調査風景
表紙写真説明
絵図は備前国荒野荘絵図 (大宮文書､東京大学資
料編纂所)の一部を使用したものである｡｢鹿卸町｣
(旭川?)の西岸には｢市｣や｢鹿田庄｣の字が見える
ほか､市場を表現する建物も描かれている｡また､
掲載の遺物は鹿田遺跡の平安時代末の井戸から出土
した素焼きの椀 ･白磁の碗 ･土鍋 ･鉢 ･小皿である｡
これらの溝や柱穴､井戸からは､当時の人々
が捨てたり埋めたりした様々な用具が出てきま
す｡そのほとんどは日常の食器や炊事道具 とし
て使われた質素な素焼の土器ですが､中には､
はるばる中国からもたらされた美 しい陶磁器の
かけらもあって､調査貞の目を楽 しませて くれ
ます｡また､非常に珍 しい青銅製の碗の一部 も
出土 しました(写真)｡ これ らは言ってみれば
｢ぜいたく品｣であることから､当時かなりの
有力者がこの場所にいたとみて間違いありませ
ん｡
700年前の岡山大学構内にあったひとつの村｡
どんな人がいてどんな暮 しをしていたので しょ
うかO土の色や土器の形､一つ一つが過去から
の大切なメッセージです｡これからの調査の進
展がおおいに期待 されます｡ (松木)
編集後記
鹿田遺跡を調査中ということで､平安時代-鎌倉
時代の同大キャンパスの状況を考えてみました｡ど
うでしたか? 私たちの足元にも､こんな豊かな歴
史が眠っています｡ちょっと振 り返って見ません
か? 紙面の都合で､高重先生の原稿の後半は次号
以降に掲載する予定です｡ (山)
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